
アレッサンドロ・ベヴェラリ（クラリネット）
石井美由紀（ピアノ）

第一部
E. ショーソン：クラリネットとピアノのための『アンダンテとアレグロ』
C.ドビュッシー：クラリネットとピアノのための『第 1 狂詩曲』
J. フランセ：クラリネットとピアノのための『主題と変奏』
B. マントヴァーニ：クラリネット独奏のための『Bug』
第二部
M. カステルヌオーヴォ＝テデスコ：クラリネット・ソナタ 作品128
S. プロコフィエフ：バレエ『ロメオとジュリエット』作品64 より抜粋

2026年9月12日（土）
　　　　午前 10時より

お問合せ：アーモンド株式会社 info@almond-music.com   www.almond-music.com
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青山音楽記念館 バロックザール

2026年

12/16［水］
19時開演（18時30分開場）

プ
ロ
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青山音楽記念館　Tel：075-393-0011（9：30～18：00 月・火休館）
teket 

▲

https://teket.jp/8986/77305

▲

イープラス

▲

https://eplus.jp/
アーモンド株式会社
学生証の写真をメールに添付して info@almond-musi.comにてお申込み下さい。全席自由席

一般：3,000円　学生：1,000円
当日各 500円増

東京フィルで10年
        ――いま、自らの音楽を

描く

アレッサンドロ・ベヴェラリ
クラリネットリサイタル

©Shigeto Imura



今回のリサイタルでは、私自身の音楽的な歩みと、クラリネットという
楽器の多彩な表現力を映し出すプログラムを選びました。

前半では、長年深く学んできたフランス音楽を中心に、繊細な音色と洗
練された表現をお楽しみいただきます。後半では、カステルヌオーヴォ
＝テデスコのクラリネット・ソナタ、そして私自身がクラリネットと
ピアノのために編曲したプロコフィエフのバレエ《ロメオとジュリ
エット》を演奏します。

とりわけプロコフィエフは、東京フィルハーモニー交響楽団で演奏を
重ねる中で、私が強く魅了されてきた作曲家です。その鮮烈な色彩、
生命力、そしてドラマを、クラリネットを通して新たな響きとしてお届
けしたいと思っています。

繊細さから躍動感、そして劇的な表現まで――クラリネットが描き
出す多彩な世界を、皆様と分かち合えることを楽しみにしています。

アレッサンドロ・ベヴェラリ

注意事項 ※未就学児のご入場はご遠慮いただいております。
※公演中止の場合を除き、払戻しはいたしませんのでご了承ください。
※お客様用の駐車場はございません。ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

石井美由紀
5歳よりピアノを始める。東京藝術大学を経て、上野学園大学演奏家課程を特待生として
卒業し、同大学音楽専攻科を修了。その後、ジュネーヴ州立高等音楽院大学院室内楽科に
留学し、2016年に優秀な成績で修了。現在はソロ、室内楽、伴奏の各分野で幅広く演奏活
動を展開。クラリネット奏者アレッサンドロ・ベヴェラリとは、ジュネーヴ留学時代より
デュオを組み、全国各地で共演を重ねている。

アレッサンドロ・ベヴェラリ
1988年ヴェローナ生まれ。9歳よりクラリネットを始め、2009年にヴェローナ国立音
楽院を最高得点で卒業。ピアチェンツァ音楽院、ジュネーヴ高等音楽院、ローマ・サンタ・
チェチーリア音楽院で研鑽を積み、パオロ・ベルトラミニ、ロマン・ギュイオ、アレッサン
ドロ・カルボナーレの各氏に師事。
第15回東京音楽コンクール木管部門第1位、第4回ジャック・ランスロ国際クラリネット
コンクール優勝、聴衆賞および浜中賞を受賞。2019年チャイコフスキー国際コンクール
管楽器部門第3位、レオシュ・ヤナーチェク国際コンクール第1位など、国内外の数多くの
コンクールで高い評価を得ている。
2017年より東京フィルハーモニー交響楽団首席クラリネット奏者。オーケストラ奏者
として活躍する一方、ソリスト、室内楽奏者としても日本とヨーロッパを中心に幅広い
演奏活動を展開している。洗足学園音楽大学講師、Japan National Orchestraコア
メンバー。
2026年3月、CD『プロコフィエフ・アモローゾ』をリリース。
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